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英国の小説史上で耐eldingの占める位股は大きい。英国小挽の萠芽あ為い
は発生の那構は，英文学の形式と精紳の伝統を畔代的に測る諸密な研究の対象
であって．到底軽率な判断は下しえない。しかしながら翼に小説の名に価する
小説はFicldingに姑誰るみいうことは許されよう。なるほど彼以前には，す
でに17世紀後牛に】Iullyanの1Wp'f"&'sJ''･og'･"磯あり,18世紀に入っては，
Deoeのj釣"砥OT&CI･"OC,Swi価の僻誕"向･cJ･'HZ'j･md8など一応小説らし
いものは現れてはいるが，それらすべてはやがて来るべき英国小説に一面ずつ
の寄与をなすものにすぎない。ある性格を所有する盗場人物と，その性格から
必然的に生れでるもろもろの行動，あるいは舞台に急激な展開を引きおこす偶
然，そうしたものの錨綜が奏でる繊稚物が，もっとも素朴な意味で，そして
またもっとも眞実の意味での小説であるとすれば,lj.ieldingの作品において
始めてそ弧らの輝然一体をなす本併的な姿に接するのである。しかしながら
Ficldingについて語る時見逃すことの出来ない人物がある。Richam"nであ
る。彼は:,IF簡休の〃f""/",Cに》f郷"""･ん'⑳‘’の作者であり，彼の諭作が
Fieldingの小説執誰の契機となったことは周知の?lf実である。Richardsonは心
理小説の秘であるとされるが，その微細な心理，しかも女性心理の陰盛の描写
が男性的なFieldmgに生理的な反感を与えた。この両者の対立はもともと人
間的な対立であり，そこから英国小挽の二つの流れが発生したのも興味ふか
い。Richardsonの作IIIIにもふれながらFieldingの小説，およびそ虹を支える
彼の人IⅢ槻を眺めよう。
Fieldimgは1707年Somersctshircの名門に生如Etcnで学んだが，学喪不足
で大学へは逃主ず劇作にはいった。20歳の時である。彼が劇作に従事したのは
それが当時にあっては名声と財産をうろのにもっとも有望な文錐業であったか
らである。G認yのZ'""fW""･'H(ｸ》罐'･窪がイングランドの町堂で異常な人
気を呼んだのも1728年のことであっこ°その後オランダのLcyden大学で二カ
年学び，ロンドンに儲ってからは矢継早に喜劇や笑劇を発表し，その数は1737
年生でに25に達している。その中今日肥憶さｵ'I,ろものはDrydenの悲劇を茶化
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したといわれるZb""html&ぐらいのもので，あまり成功したようではな
い。1737年のLiccnsingActで彼は劇作の中絶を余儀なくさ郡た。もともとと
の演劇取締令は,Ficldhlgの露，冊・な政府調刺が原因であった。彼は邪の不運を
歎いてはいるが，彼が果して劇において成功したかどうかは篭だ疑わしい。彼
の劇作紬の生命が，当時の低級な観客の趣向に迎合するようなburl"queと
"ti"に慨まる限り，彼の才能の発撫にとって劇作は決してふさわしい世界で
はなかった。彼の費蘭と天才によりふさわしい別の文学の世界がやがて開か
虹，しかも約10年にわたる劇作の経験が小挽制作に，対諦の妙，性絡描写，あ
るいは筋の繊想等に力を与えてい患ことを思えば，この鯲件はむしろ彼に幸い
したものであった。告もかく劇を去ったFic1dingは新聞を主宰し雑文をかい
て生計をたてる傍ら法律を勉強した。Richardsonの〃αmcI(z(1740)が異常
な人気を呼んだのはこうしたIficldingの不遇時代である。RichardsonはDer-
byshircの貧しい識に生飢画ンドンの印刷業考に徒弟奉公し，後との逆で成功
した勤勉な典型的中流人であり，彼が文学的生涯に入ったのは〃”城αを世
に問うた時，彼の51竣の時であった。”α加副αは作者がある本屋から普簡文
集の依伽をうけた時に，かつて坪にした哀飢な娘の話に取材してかいた普簡体
の小娩である。小l川使1'amehA11drewsは．彼女が仕えこ老夫人の死後その
息子lトーに執勤に言い寄ら飢ろが堅く操を守り銃ける。B－はやがてIhmfk
の気湖さに深く感動し正式の結辮を巾しこむ。一方蝿melaは彼の懐柔やら暴
力による総惑に抵抗しながらも，絶えず抜目なく彼の歓心左つなぎとめる賢さ
を忘れない。この貞節で賢明な小1II1使は_I誠人B-との結婚という幸禰によ
って報いら熱る。との間の蝿melaの心理を詳細に書き綴ったものである。
Richardsollの目的は，その副髄W'･j"""""d"から推測できるように，
明らかに遡徳を説くことにあった。それがたまた主空漠としたロマンスにあき
たらなくなっていた大衆の写実的なものへの待望睡迎えい肌られたのであっ
た。しかしながら蝿mel秘の美徳には卑屈さと，抜目ない計算と自己愛のかげ
がただよっている。我盈がそこに嬢じとるり'がめられた卑刷な心附,sentimen-
t狸価tyとm1omlityとの不潔なJ始は，当時の中産階級がもつ矛盾した二つの心
精一金娯上の実力者としての自己満足的なモラルと，成上者特有の劣等意識
の奇怪な混合の反映であろう。Pamehの喜びがB－その人との結辮ではなく，
上流人士B一との締辮による肌:会的地位の向上にあったことは明らかで，そこ
にRidlardsonの上流階級への卑堀な尊敬がうかがえる。Irieldingの反嬢は実
にこうした点にあった。Pα加副α出版の翌1741年J乃・3．SA@melαJ111(I9℃"舟
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というInrcdyが発表された。これはFieldingの作だといわれる。Tickletezt
という牧Wiliが〃αmc/αを友人Oliverに途る，彼はた顎た主女主人公のモデ
ルとなったSh;mmshという名の少女を知っていてその賎しい身の上を暴露し，
さらに継娘間の手紙をも披露する，という念の入ったIxlrodyである。ついで
17招年にJO8(y)ん談加d)･""§がでる。これは主人公Andrewsを皿mchの弟
にしたて，画ンドンでLadyBooby-Mr.貼一への調刺である－に仕える
田舎出の美青年とする。夫の死後夫人はこの背年を誘惑しようとするが，姉
に似て緊問なAndrcw鳶は断乎拒絶する。やがて解雁された青年は恋人Fmnny
の待つ田舎に帰って行く。全斗稚のうち第1稚第10章喪ではこのように全く
Pfzm"〃のparodyであるが，ここで突然愉快な牧師Adam馬が溌場し，
Andrew爵と二人連の族の面白可笑しい胃瞼談，失敗談に移行する。ここでは全
<parodyは忘眠られている｡しかし経末に当っては郷ぴParodyにもどり，
Ad&L111爵とAndrewsが故郷に蹄り,LK'dyl'0obyも蛋場し，いろいろと騒ぎの
あった後,二人の恋人がめでたく結嬬するというところで経っている。Fieldillg
の意図ははたして何処にあったのだろうか。前記芯加7測赦zが1741年に二度も
刊行さ肌ている事実から,Ricll81Tdsonへの調刺はすでにああ程度成果を收め
た笹である。彼の目的を解く鍵は,4"rl7･"''州のPreRI"にある。Fieldingの
意図は決してこの作IIAを徹頭徹尾J'cmcjαのIxITodyとして経始させること
にはなかった。このP正血Ceにおいて,Ricimrdsonを含めて従来の小挽とは
全く異簡の，そ恥に優る新しい諏類のiictionを意図した決意が間明にうたわ
れているのである。たえずRichmdSon詮意識し，彼を調刺しようとしたこと
は否定できないが，この作品同体を〃αmr伽のInrodyとすることに甘んじ
たとは思えない。彼の意図した新しい利瀕の6ctionについては後でのべるが，
ともかくそ＃'Lを達成する方法に賊信なき喪主に.先ず劇作以来お得意のIxlrody
左以て川発し，やがて牧師Adamsを導入して自分の本甑を縦横に発抑し，つ
いで作fAとしての統一を考慮して再び"rodyにもどった，と解することがで
きる。次に注目すべきことは，この小識にみられるCervantcsの影響である。
The刑istoryoftheAdventlllcofjoseII1A11drewsandofhisF]iendMr.
AbrahamAdams,WrittellinlmitationoftllcMalmcrofCervamtes,Alllhorof
DonQ''iXOteという長いfillltitleから想像されるように，族の冒険，失敗の
趣向は勿論のこと,A"msという夢想家の創遜も,"rwmt"から暗示をえて
いるものである。極嶋に信じ易く乗ぜら恥易い蹴純な性枯のAdam馬は，反面
激し易くともすれば腕力に訴える悪い癖があり，現世的経験に乏しく諜物から
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の知識を絶対親し’そのためしばしば不幸に遡遇する。それでも信念を失わ
ず，人|冊に対する希望を持ち統ける賑なしの善人である。この1)otlQuixotc
的牧師の活蝿はめざ生しく,"ist孔耐に比肩する轡劇的人物である。そもそも
FicldingのCervant"に対する関心は古く,IWdell大学在学中すでにD"1
9t'izofe和〃油，恥皿という芝居をかいている。この主人公を軍に狂人とみ，
あるいは潮笑の対象と蒋えるのではなく，その愚かさにかえって人1冊的な親し
みを感じたところに,Fieldil)gのhumollrと広蛍なhumanityが秤する。こう
した心補の持主にとって，感傷と道学稗的美徳のRichzhnI"nの排が，とらえ
がたく不自然で侭善の辨と映じたのも当然である。一方は狭い世界に独善的に
とじこもったに対し，他方Fieldhlgは常に名門の誇りをもった没族的気面の
知性人であり，二人の心柵の11t界は全く異衡の陰と陽の世界であった。Pamela
が強要する安価な感傷の涙と,Adamsがまきおこす何のくったくもない健康
な笑とは，何よりも雄弁にこの二人の作家の違い淀物語っている。
Fieldillgが意図した新しい諏類の6cti｡nとは何であろうか。彼が」1wE(I1･""
のP"fl"の中で,thiskilldofwritillg,whichIdonotremembertol'ave
becnhithertoattemI)tcdinourlanglIsIgeと揚言しているものは，彼のいわゆる
acolnicel)ic-poeminl)ro託である。この「散文による啓劇的叙事詩」という
明快な宜討は，さらに蜘加.7”“の各稚冒頭の"Lyの一つ(13*1*)に
おいて，そのimmortalityを信ずる旨のくら弧ている。それは】ficlding小挽
の本質である。このでomicel)ic-1Docminproscとは,CI.MROCや徴ｲMiw､の
ように，無性格の人物途の経験する全く外面的阿瞼の物語ではなく，主た
Pa獅秘αのように，那件の発展のない人IⅢ意識をえがくものでもない。さらに
従来のrOmKmCeのごとく，殊更にgmveなもの"lelnnなものを求めるもの
でもない。それは殆ど制約なく展冊さ奴ろ劇的場面をふくむ叙3職であり，そ
こに壷場するありふれた老若男女の生の躍動を伝える人間の生荊記録である。
｡γ砺切ハ4“''“'綴はこうした叙那詩と意図したものであったけ飢匿，その実
際の作1冊には，すでにのべたごとく，一賀性の点でおおいがたい難点がある。
この小説はFieldingの夢を実現さすべき一つの試作という方がむしろ至当な
調価であろう。我狩は次の〃omJO71(P脚にその兜全な実現をみることができ
る。この18仙紀媛大の作IM!が読背に叙31職的印象を与えるのは，蛎一にこれが
揮然としたEnghndの全幅の絵画そのものであるからであり，またこの藩に
登場する人物達がいわゆる旬)icalchKtmcterであるからである。彼らをめぐっ
て思いもかけぬ事件が次だと展開し，物語の筋はいよいよ交鮒し,dlamati"I
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s""nseに好奇心と興味がそそられるが，彼らは順次それを打開していく。全
篇溌刺とした生命感にあふれ,1'riestlyの伽rge-scalerealismの名にふさわし
い叙事詩的な幅と豊かさをもっている。
それではFiddingのいうcomicとは何であろうか。秤劇的態度とはもっと
も広い意味において，対蚊に自己を波入することなく常に一定の間隔をおいて
眺めようとする物の見方である。一方にかたよらず全休を膳揚に眺めようとい
うバランスのとれた余裕をもった人生観照の態度であって，感傭に曇らされな
い明快な知性からうまれるものである。冊は必ず一方にかたより狭い1I上界にと
じこもり従舞悲劇へと流れていく。Fieldingに先天的なhumourは，鋭利な知
性の眼を通して喜劇的なもの，彼の場合端的にいって笑の源を求めたのであ
る。そして脈栄と僑稗から生じる孔mJct;ttiollに無上の愚劣さの源を発兇する。
FieldillgがFIらのべているごとく，』卿山w州はとのafIbCtatiol1を暴露した蒋
劇である。Ad:mlsのひきおこす笑いもそうした笑いに外ならないが，を虹が
潮りの笑い-Gはなく人Ⅲi的共鴫の笑いであるのは，その無盤がFieldingのお
おらかな人I川獺に支えられているからである。Adillllsが"II戒を与えこその尻
から自分も同じ欠陥を暴鱒するおかしさは，決して反感も峰農もよばないので
ある。むしろlj.ieldingはIDamelaの計算と自己愛に根ざす美徳に侭韓をみた。
彼が侭善とみなしたものには，人|冊がふと犯すほぼえ堂しいとのAdsQn,s的侭
縛と，股､111cl孔的な気闘的に許しがたい侭諜の二つの外に,7'omJ""にお
いて愚弄しつくされる侭稗の三つがあると潴えられろ。
人間の壁欲した意識はしばしば悲劇の深淵におちこむものである。Richard-
”'1はPα加似ｲαでは一応幸禰な結辮へと女主人公を導いているが，節二作
α“痴確〃mfoP"(17･18)は完全に悲劇的終末をとげる。Chris理は裕禰な
地主の末娘で恋ま奴た心1Wと容姿で祁父の撤愛を一身に集めている。姑め姉に
心溌寄ぜた身持ちのよくない脅年I'ovclaceに愛さ弧る。彼女の幸細を心よく
思わぬ一家はわざわざ他の男との結辮を銀いる。終にChris塾は恋人を頼り
に家川し二人は画ンドンに行くc一度女を手にいれたLovelaceはその淫奔な
本性を暴露してClarissaを弄ぶ。やがて男を逃げた彼女は男からうけこ虐待
が原因で死ぬ。Lmelacc喪た義髄を感ずる男の手に殺される。荒筋からみて
も先ず感慨の物語であり，と飢吏た不聿な女主人公の心理をつずった排簡休の
小溌である。窒息するような女の心理を反映して憂錘な1辮廿でつつ主れている
が，作背は死んで行くCIslrig"に来批と永遠への約束を忘れない。この作I品
がでろと翌年直ちに耐cldingは大作I'01〃､7oIn"(1749)を枇に問う。二人の
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恋人が家人の圧辿に家を出奔しロンドンで会合するという筋から葱像できるよ
うに，彼がとの作IIh執筆に当ってC"J･i"αを意識していたことは,P(Emafz
と』純d)℃加獄とにおけろと同じである。しかしながらRirghmdwnのように心
魂の深みにはきりこんで自らも感傷の涙にふけり，他にもそれを弧いることは
なく,Fieldingはここでも識場人物遮をあく蕊でも行動の世界に開放してい
る。18世紀Englandの田園と都会の風景を背鍛とした，広掩とした絵画的な
パノラマの舞台上，徒すらに自己の意識にさいな堂飢，あるいは酔いしれるこ
となく，人物遼はそれぞれ敢然と行動に突入していくのである。こうした行動
の世界を室間的絵画的にえがく時には,悲劇の深刻さは当然稀薄となり解消
するものである。それは悲劇のIII界を逃掘る一つの方法である。そオルはまた
悲劇の様相をも転ぜしめることもあろう。Shak"I)eareの悲劇』純加荊"(m"
cｲ町)"9･αが,四大悲劇のもつゆがめら奴,おしつけら恥るような,あるいは
.p､もと主るような悲劇感とは発く異った，生命の充足を礎える，生命の巨大な
燃焼とも形容しうる悲劇性を与えるのは，地中海11上界という広大な絵画的舞台
を背景』-して展開されていることにも大いに依っている。そのことが劇の統一
を害っていることは否定できないが，悲劇性という点ではむしろShake凱率lre
悲劇の発展，さらにはShak"Feglreその人の糖紳的発展と考えられよう。そ鯉
はともかく，絵画的な且つまた移動する行動の1M:界は,FieldingがWgnzlittの
いう「ただbmmの中で素材を紡ぐ」Richardsonの混濁した心班の温宝に相対
時せしめるぺく意図した世界であった。rRichmdsonを読んだ後でFieldingを
とりあげると，暖炉で温められた病室から，風そよぐ五月晴れの日に，打開か
飢た芝原へ川たような気がする｡」というCbleridgeの言葉は，この二人の作
家の祁逮を主ことに巧みに感滋的に表現している。αc流“αの略い箭緒にく
らべれば，自然兒’1℃、とSol)1血の恋は生命にあふ奴溌刺として健康であ
る。二人の恋人遼にはさんさんと光線がふりそそいでいる。
mmemeEhi｣eの地主AIIworthyは，その名の示すように美徳詮かねそなえ
た紳士で，妻の死後独身の妹11ridgetと人掩に敬われながら幸細な生涌を建っ
ている。三カ月ぶりでロンドンから帰った時，彼は自分の灌室に可愛いい捨子
を発見する。子のない彼は親の判Iﾘjしない主主に'romと名づけて我が子同傑
育てる。妹も藍た兄の意をくんでこの捻子を可愛いがろ。やがて彼女は家に寄
宿するある雅人と緒端し一子Blinlをもうける。との軍人もともと財産目当の
結蠕で，やがて自分の所有に鋪するAllwoythy家の莫大な財産を夢みるが不幸
急死する。BIinlと．Ibmとは兄弟のように育てら奴ろ。一方は腕白ではある
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が純fWで傭愛もと壷やか'他方Blinlは蝦に鹿爪らしく，刺l学と哲学の二人の
家庭教師の棚反する教訓の何奴にも巧みに合せていくずる賢い少年である。隣
家にestemという猟気狂で教養のない地主が，妹と娘Soilli乱と一緒に住ん
でいる。この地主猟好きの男らしい･l,Omを可愛いがって家へのH1入を歓迎す
る。やがてTomとSo"iaは元いに愛し合う。しかし･I､omにはすでに猟稀
の娘でMollyという傭人がいて,So!11ii'との恋に気が敏い。Mollyと家庭教
師鉤1醗唾との情事遼発見して,'l，⑨mはむしろ晴盈とする。WlMernは'1､om
の人1mを愛しながらも，その私生兇という生れのために，娘との恋を坪にして
激怒する。彼は妹のすすめで早急にBli61との結婿を実行しようとする。肝腎
の釦徹血はこの少年に曙い侭蒋肴を見抜いており父の命に従わない。父の我
武者馳な性格を知る彼女は侍女HoI1011rを1'ドって深夜家をでる。ロンドンの
親戚lbllaston夫人を頼りに郡に上ろうというのである。一方'l℃mは主家を
追わ弧たMollyの父に隠れた慈禅を行うが，女関係にルースで,BIinlや家庭
教師にざんげんされてAIIworthyの怒りにふれる。最後にはScPhhとの恋で
窮地におちいりso"iaに先だって川奔する。始め蹄乗りを志すが，今となっ
ては寄辺ない天涯孤独の身，始めにであった軍隊に仲間入りをする。しかし
自分の幼少を知るという1通rtridgcと同道する頃から，画ンドンへの族にある
釦liliaの滴息を宿盈で難ねながら画ンドンに到満する。その川'1℃mは美貌
と誘惑に対する弱さから,Whlters夫人という刑校の妻と関係し，偶然釦phi&B
と同宿であったにもかかわらず対面できないばかりか，恋人の失望を招くので
ある。さらに減ンドンでは当の】蛇IIKIsmn夫人の誘惑に怖事を就け，二人は近
くにいながらあえない。Sol加馳の'1,omへの誤解は募乙ばかりである。Western
は娘の消恩を知って，ロンドンで結嬬式を難げるぺくAllwcrthyとBli61を呼
んで都に乗りこんでくる。'l．omは無実の女関係が因で傷害沙汰をひきおこす。
Soliniaを'I℃mから引離そうとするI%11aston夫人の謀略で事はいよいよ面倒
となる。さらにB噸lが弁護士を使って'1℃mに不利な裁判を企む。しかし生
来稗良な'l､omにも多くの友人がいる。彼に恩義を感じる宿の女主人，あるい
は恥rtridgeらの努力によって彼の潔白が立証され，さらにはAIIwOrthyの愛
悩も遮り，妓後には･Iblnの川生の秘密を知る人為の出現で，母が外ならね
AIIworthyの妹BrtIgetであることも雛明さ奴ろ。今は娘とTomとの緒嬬を
心から稗ぶWestemはじめ皆の脱細をうけ,'lbmもと飢主での浮気な生添涯
誓って絶ち,Soli'iaもTomの過去の罪を許して幸禰な綴辮へと入っていく。
以上18巻208章からなる大作は，6椎-霞つ大体三部にわかれ,Somcr鴎tの田
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合，ロンドンへの族，そしてロンドンと舞台が三つに区切ら弧ている。との点
前作JO8"ん』"fI1'c""と規を一lこしていあが，錯綜した筋の展開,dramatical
な辮成，その1f景の大きな移動，壷甥人物の多様性，田舎と都会との人儲，風
俗の描写とは，到底前作の比ではなく，さらにそこに盛られているFiemmgの
人柵観の大きさと健晶さからみて，漢に彼の念願したcomicel)ic-poemill
pr…の名に恥じない大作である。技巧と内容の両面の円熟した華麗ともいい
うる大作である。
Z'omJone8にはざifld?｡""のAr1:tmsのような弧<前面におしださ奴た特
異な11籍はなく，物足りなく面白くないとしばしばﾂ燃されて来た。この見解
を批判しつつ考察をすすめよう。AldousHuxleyは兜'･""I〃αTldfﾊcIIAoJE
卯1．MZハの中で，悲劇はその統一性と純粋を求めるあまり，素材の選択を行う。
そのためその効果は拙烈ではあるが，人生の全面的眞実を伝えるものではな
い，とのぺている。彼のいう人生からの素材の選択とは，彼のたとえによ恥
ぱ，人生という巨大な河から悲劇的要素としての渦巻だけを遊離してし篭うこ
とである。人生がとうとうと流飢る宜大な河そのものであるかぎり，一部の渦
巻だけを遊離することは砿かに抽象であり避択であろう。HuxIeyはこの“瓢y
では専ら悲劇的選択をとりあげて論じておるが，こうした選択行爲は当然感劇
についてもいいうることであろう。そして化学的に純粋な悲劇の素材が擾烈な
感銘と陶酔を与えるのと全く同様に，純粋放喜劇的素材もまた際だった効果を
うむものである。しかしそのいず弧もまさにHuxleyのいうごとく人生の全面
を伝えるものとはいいがたい。悲刺，喜劇を問わず，そのもたらす一時的興奮
と感慨にもかかわらず，我公が何かしら殊更らしさを感じるのもととに原因す
る。牧師Adl4msのおかしさもこの類にも乱ない。彼を創造したFieldingの
心傭は，すでに述ぺたごとく，雌康で知的なものであった。病的な感傷的な心
情からは，あのようなくったくない笑いは生飢ないのである。しかしながら虚
栄と侭善から生じる曲iW""tiollに無上の愚を感じて笑うFieldingに，たとえ
その笑いが瑚笑の笑いでなく人llll愛の笑いであろうと，茶目気ある意地悪さが
感じられないであろうか。健康さのあふ飢ろ悪戯に似た何かが感じら郡ないで
あろうか。笑いの源泉を求めるFieldingの飽くととのない筆の力は，いきおい
Aanmsの言動を誇強しそして不自然なものとしたといえよう。彼がRicI皿rd-
sonに反嬢を感歩れぱ感ずるほど，そしてまたCervant唾を意識す鯉ぱ意識
するほど，自らの閥逢自在性は失われていく外はない。JO3"ん』汎d""稀制
作中は，心傭と技巧と両面にわたってこの制約が加えられていたと考えられ
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ろ。今rbmJon"の執筆にあたっては，α""8(x産意識したとはいえ，殆
ど何の制約もなく自己の僧念を吐露することができたのである。当時彼は責任
ある治安判蕊の職にあり，ボ|:会的にも安定した境遇に恵まれ,4ndretm8をか
いた時と比ぺて遥かにゆとりある糖刺'状態にあった。しかしながらこの作品に
喜劇的人物がいないわけではない。Pmtridge,侍女Honourなどは多分に滑帯
味を持った性格である。特に恥rtridgeは肢の和捧として・Ibmと同道し，そ
の無頚の饒舌と鎚嘆ぶりで笑いをふり藍く。ラテンの名句を口にして学者ぶる
かと思えば，追剥にであってlilIsta〃ばりの卑怯さをさらけだし，危瞼去ると
見るや俄然大雷壯語する。根は禅良で梢めない男である。この男長い道中記の
興味を一人でつないでいるかの感を与える。だがAdamsの役割をlhrt㎡dge
に与えることは不当である。彼はしkせん副次的人物である。
さて主人公'l，omに眼を帳じよう。彼は禅きにつき悪しきにつけ，人間性の
自然の流れに身を委ねる。そして彼の11t界はあくまでも行動の世界である。作
者は．romの心即のうごきには眼を閉じているかのようだ。彼のSol)hi税への
愛は眞劒で悩みもあるが，弱だしい感慨的なところは殆どない。恋人への愛を
誓いながらも幾人かの女性の脇惑に負けてし襲う浮気者でもある。Sq)hiaに別
飢の手紙をかいて当もない旅にでた'1,omは，やがて道遮弧の年増女と関係す
る。職中で愛しい女の冷淡さ一とれも'I℃mの浮気に対するSol)h血の失望
による－をきいて欺く時さえ，案外男らしい諦めをみせるのである。狂気の
ような悲しみは'l,omにはない。要するに彼は自分の意識に酔わないのであ
る。Fieldingも主人公のか言かずの浮気を恕しがたいJI!だとは考えていない。
若気の過ち，あるいはふとしたは-j鼠みの過ちと考えている。作者はそうした
過ちを犯す人IHIをかえって血もあり肉もある人IMIとみる。林間を遁遥しなが
ら釦榔iaへの恋蕊にひたっている･1℃mは偶然Mollyにであう。家庭教師
sq''areとの現場をみて以来，,彼のMollvへの愛はさめていた筈である。だが
やがて二人はいそいそと林の奥ふかく姿を稲す。Ⅱbmのこの行動は彼のモラ
ルを疑わしめるに充分-Gある。だがFicldi噌はいう。
時は六吋の快い，恋の戯れに妓迩の時刻である。…..･Tomは恐らく一人
の女性は零にまさると考えていたと示唆すればこの行動の充分の説明となろ
う。そ虹に酒のためにかの霊妙な理性の働きをある程度失っていたのであ
る。実のところ酒の上ということは法廷では言訳にはならぬが，しかし良心
の法廷では立沢な瀞訳となるのだ。
道学者ならいみ蝦うとの弁識は，人I川の現実を聡揚にながめる寛容である。
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もし人に賞讃と愛儲逓博するに足る充分の蕃がそなわっているならば，人|Ⅲと
して生来避けがたい些細な欠点がよしあったとしても，人の同IWを買いとそす
れ決して嫌悪を催させることはないのだ，と作者はいう。一部の道学背に従う
ならば，まことに人間は一人として救われ永いであろう。人側の行魚を，行鯆
自体を人Im性から切り離して判断することは苛酷にすぎよう。そいどころか判
断しとがめる椛利を一体誰が持っているだろか。その椛利を主張するとと自体
償善である。意識して人を害したことはない，という'I､oInの自信は，主た人
間誰もが持ちたい謙虚な自信ではないであろうか。人|剛の行動はしょせん矛盾
したものである。その矛盾を糊雄しようとするのは鰯蕃的からくりである。そ
して蓑たそとに敢て統一を求めようとする小心さは悲劇をうむとともあろう。
Fieldingはこの償善と悲劇をさけて，主人公'romのすべての行動を許容する
のである。矛盾を矛盾としてその壷ま包容する滴濁あわせのむ豊かさ大きさで
ある。耐eldingのこの人1m悔定の糖跡は,UneManorUleHillと'Ibmとの対
話の中に直裁に語ら奴ている。人里を離れて山にともるとの男は，自分の身の
上話をした後で人IⅢへの絶望を口にする。Tomは篠えていう。
仮に世の中に現在以上に悪がはびこっていても，あなたのように人1冊性を
一概に非難できないと思う。悪は単なる偶然の産物G,悪を犯すもの必ずし
も心の腐った悪人とはいえない。自分の心を樹みて，そこに生得の背徳を見
出しうる者なら知らぬこと，人間性を必然的許週的に悪なりと断定しうる椛
利は誰にもないのです。
希望と善意の人問観である。人間の嬬黒面だけを眺める「山の男」に,Tom
は人間に抱いている美しい夢を語るのである。突飛な感さえ抱かせる「山の
男」の長い叙遮にも，確かにこうした重要な役割が与えられている。しかしな
がら画eldingの寛容は決して底なしの寛容ではない。正義を愛する彼にとっ
て，確かに恕しがたい悪が存在するのである。Tomのいうr意識して人を害
する」ことがそ乳である。故意に人を害する，それは「良心の法廷での罪」で
あろう。耐eldmgのいつくしむ人物達の中には,PKLr廿idge,HOnourらの孫劇
的人物をふくめて，故意に人を害しようとする腹黒さをもった者は一人とてい
ない。例えば蝿rtridgeであるが，彼は'1℃mをAIIwOrthyの実子だと信じて
疑わない，そして彼に従うのも実は父の恩賞に与ろうという魂胆からである。
そこに一抹のInmnn"さえ感じら伽ろ。だが彼の場合とのm"nne"自体彼
の滑稽味の一面となっている。そ奴どころか彼は'I℃mの苦境打附に奔走す
る。耐eldiI壇は彼の愛する人物を忘恩と不実の友たらしめることは出来ないの

